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旅行会社に向けたサステイナブル・
ツーリズム国際認証制度の普及啓発

 日本全域活動地域

研修会参加者 13 人

新規会員 6 社

今年度計画の達成度 85 ％

目標達成度 45 ％

知識の提供・普及啓発

フロントランナー助成

3年目

活動内容と成果
● Travelife研修会開催　大津
● Travelife研修会開催　東京
● エコプロ2022出展　東京ビッグサイト
● インバウンドマーケットEXPO　出展　東京ビッグ
サイト
● 環境教育基金のグリーンキー及びブルーフラッグの
ナショナルオペレータとして認定を受ける
● 国内ブルーフラッグの視察（逗子、鎌倉、藤沢）、関係
団体との意見交換など
新規事業を始める準備が整いつつある。会員間の交流
も深まってきている。多方面から問い合わせがあり、業
界全体の意識が変わりつつあるという手ごたえを感じ
る。課　題

近年の急激な訪日観光客の増加や一極集中による
「観光公害」が我が国の自然環境、文化遺産、そして
地域経済に深刻な影響を与え始めている。

目　標
国際基準に沿った持続可能な「責任ある旅行」を普及
啓発し、観光地域の自然環境の保全と、地域資源や文
化をいかした観光活動により美しい日本を次世代に
残せるようにする。 〒604-8811 

京都府京都市中京区
壬生賀陽御所町8-2
電話：075-406-7700
E-mail：secretariat@jarta.org
HP：http://www.jarta.org

トラベライフハイブリッド研修会 in 大津トラベライフハイブリッド研修会 in 大津

国内ブルーフラッグ施設視察国内ブルーフラッグ施設視察
及び意見交換及び意見交換

旅行会社向けのトラベライフに加えて、宿泊事業者向けのグリーンキーとビーチ
やマリーナを対象としたブルーフラッグの三つの窓口業務を担うことになり、より
包括的なサステイナブルツーリズムの実践を推進していく。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
新型コロナウイルスの感染状況によ
り、会場や日程を何度も変えての開
催となり十分な告知期間などがとれ
なかった。

■工夫した点
ハイブリッドの開催としたので海外
を含めて遠方からの参加者を取り込
むことができた。参加者8人中半数
がオンライン参加。
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